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フィールド２ 環境調和 

～地域に優しい、地球にやさしい暮らしの実現～ 

◎地球環境の保全 

(施)環境活動促進費（環境部 環境保全課）(拡充) 

６，７１０千円（3,607千円） 

１ 事業目的 

      にいはま環境プランを着実に進行するため、市民・事業者・行政協働での環境対策を

進める。 

      市民モニターに自宅でみどりのカーテン（ゴーヤ）を育てることで省エネ意識の醸成、

水生生物観察会等で自然保護の意識高揚を図るほか、「海辺の生物」調査・原稿作成等の

委託、自然観察会開催、環境家計簿普及、環境パネル制作、生ごみのたい肥化に関する

意識調査などを実施する。 

   また、新居浜市地球高温化対策地域協議会の推進事業である「マイバッグの持参推進」、

「エコドライブの普及促進」、「節電・節水」に関する啓発活動を行うほか、地元住民の

行う渦井川流域環境保全活動を補助する。 

２ 事業年度 

      平成２３年度 

３ ２３年度の事業内容 

    （１）みどりのカーテン事業             ２２５千円 

        育て方講習会（講師謝金・旅費） 

        ゴーヤ苗、温度計（モニター配布用） 

        育成記録表郵送料  

（２）自然共生事業               ２，２３８千円 

        自然観察会（講師謝金・旅費） 

        「水生生物」冊子印刷製本   

        「海辺の生物」調査・原稿作成委託料 

（３）環境活動推進事業               ６１３千円 

        自然観察者養成講座等  

        環境家計簿普及等    

        環境パネル作成等    

        生ごみ処理アンケート  

（４）新居浜市地球高温化対策地域協議会活動事業 ３，５３４千円 

 講演会の開催           

        マイバッグ持参推進啓発活動    

        エコドライブ教室開催       

        省エネ啓発パンフレット作成    

（５）渦井川水系の環境保全活動事業         １００千円 

渦井川水系の環境保全活動に対する補助金                 

４ 財源内訳 

    （１）繰入金  5,997千円 （環境保全基金） 

    （２）一財    713千円 
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(施)環境基本計画推進費（環境部 環境保全課） 

７，５２５千円 （16,710千円）  

１ 事業目的 

地球温暖化等の環境問題に対応するため、市民・事業者・行政協働での環境対策を進

める。 

   第１９回環境自治体会議にいはま会議を５月２５日～２７日までの３日間にかけて開

催し、全国の自治体職員、研究者、ＮＰＯ法人など先進的な環境問題に関する取り組み

事例や課題などを抽出し、新居浜市として取るべき今後の環境方針を明確にする。これ

を受け、新居浜市域の温暖化防止計画策定に着手する。また、平成２２年度に施行され

た改正省エネ法に適正に対応するため、市が所管する各施設ごとの管理標準を順次整備

する。 

２ 事業年度 

      平成２３年度 

３ ２３年度の事業内容 

    （１）環境自治体会議           ２，０３５千円 

第１９回環境自治体会議の開催 

        開催日  平成２３年５月２５日（水）～２７日（金） 

        場 所  新居浜市民文化センター大ホールほか 

    （２）温暖化対策地域計画策定等事業    ５，２９２千円 

        温暖化対策地域計画策定業務委託料 

        管理標準整備業務等委託料等 

    （４）環境マネジメント推進事業（ニームス）  １９８千円 

        環境監査委員報償費           

 

◎ごみ減量の推進 

 （施）家庭ごみふれあい収集事業費（環境部 ごみ減量課） 

９，０２３千円 （8,649千円）  

１ 事業目的 

   家庭ごみをごみステーションまで持ち出すことが困難な高齢者又は障害者が属する

世帯に対し、戸別に訪問して家庭ごみの収集を実施することにより、高齢者又は障害者

のごみ排出に係る負担を軽減するとともに、日常生活を支援する。 

２ 事業年度 

   平成２３年度  

３ 事業の概要 

家庭ごみをごみステーションまで持ち出すことの困難な独居の高齢者又は障害者の世

帯等に対し、対象となる世帯からの申請に基づき、週１回の戸別収集を行う。 

ステーション方式とは異なり、大型ごみを除く各種のごみを一度に収集する。また、

収集日にごみの排出が無い場合は、その場で声掛けを行い在宅・不在の確認等も行う。 

４ ２３年度の事業内容 

      ふれあい収集対象者は、２５１人。（平成２３年１月末現在） 

委託料  ごみ収集委託料     ９，０２３千円 

４ 財源内訳 

    （１）繰入金  9,023千円 （地域福祉基金） 
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◎下水道施設の整備 

(施)公共下水道事業特別会計繰出金（環境部 下水道管理課） 

１０７，９００千円（103,350千円） 

※以下特別会計ベースの事業費 

◇管渠等建設事業費 ８０４，０００千円（680,000千円）（下水道建設課）  

   １ 事業目的 

安全で快適な生活環境の創出に向け、下水道の整備を促進することにより、生活環境

の改善及び公共水域の水質保全を図ると共に、浸水被害の解消を図る。 

   ２ 事業年度 

      平成２３年度から平成２９年度 

   ３ ２３年度の事業内容 

    (１)工事費                  ７２５，０００千円 

     ・汚水幹線  A=22.77ha L=3,911m  (320,000千円) 

        ・汚水促進  A= 7.38ha L=1,193m  ( 50,000千円) 

         滝の宮汚水幹線、池田汚水枝線他 

           平成 23年度末普及率目標 58.6% 

          ・雨水幹線 A= 9.82ha L=1,651m  (345,000千円) 

          ・雨水促進  A= 0.27ha L= 120m  ( 10,000千円) 

          南小松原雨水幹線、上泉雨水幹線他 

    (２)委託料                   ５５，０００千円 

       実施設計委託一式 

    (３)事務費                   ２４，０００千円 

   ４ 財源内訳 

(１)国 50％   390,000千円 

(２)市債 90％  372,600千円（交付税算入率 37％） 

(３)受益者負担金  35,400千円 

(４)一財       6,000千円 

 

◇単独下水道事業費 ９０３，５００千円（900,000千円）（下水道建設課）  

１ 事業目的 

雨水の排除と汚水の処理により、生活環境の改善及び公共水域の水質保全を図ると共

に、浸水被害の解消を図るため雨水・汚水の面整備を行う。 

また、平成２３年度に行う変更認可申請図書の作成を継続して行う。 

   ２ 事業年度 

      平成２３年度～平成２９年度 

   ３ ２３年度の事業内容 

(１)工事費                 ５４９，４００千円 

    ・汚水整備 A=22.87ha L=5,942m  (446,100千円) 

・雨水整備  A= 2.24ha L=  604m  ( 98,300千円)  

           ・汚水桝(区域外)及び付帯施設整備 (  5,000千円)        

           平成23年度末普及率目標 58.6% 

    (２)補償費                  １４０，０００千円 

       新居浜市上水道移設等 
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    (３)委託料                １４２，０００千円             

       実施設計委託、現場技術業務委託（127,000千円） 

       変更認可業務委託［H22-H23継続］（15,000千円） 

     (４)土地購入費               ２０，０００千円 

(５)事務費                 ５２，１００千円 

   ４ 財源内訳 

(１)市債 95％     836,000千円※市債対象事業費 880,000千円（交付税算入率 37％） 

(２)受益者負担金等   5,000千円 

(３)一財            62,500千円 

 

  ◇終末処理場改築事業 ２３１，５００千円（374,000千円）（下水道管理課 下水処理場） 

   １ 事業目的 

下水処理場は、昭和５５年の供用開始後３２年目を迎え、当初からの運転で老朽化し

耐用年数を超えた施設の機能回復を図るため、これらの現有設備を、計画的に改築更新

する。平成２３年度は、昨年度に着手した汚泥処理設備（ガスタンク１基）に引き続き、

新たに平成２３～２４年度の２か年の継続事業として雨水沈砂池設備の改築工事を実施

する。 

   ２ 事業年度 

      平成１４年度～平成２６年度 

   ３ ２３年度の事業内容 

    (１)工事委託料             １９８，０００千円 

      ①汚泥処理設備（ガスタンク１基) 

ガスタンク改築工事 １式 [H22～23年度継続事業] 

②雨水沈砂池設備 

機械設備工事・電気設備工事 １式 [H23～24年度継続事業]            

    (２)委託料                ３０，０００千円 

下水処理場再構築基本設計 長寿命化計画策定・詳細設計 

    (３)事務費                 ３，５００千円 

  ４ 財源内訳 

   (１)国 50％、 55％   118,700千円※国庫補助対象事業費 228,000千円 

(２)市債 90％     101,400千円（交付税算入率 37％） 

(３)一財               11,400千円 
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(単)一般下水路整備事業（環境部 下水道建設課） 

１１０，０００千円（110,000千円） 

１ 事業目的 

安全で快適な生活環境の創出に向け、排水路の整備を促進することにより、生活環境

の改善及び水質保全を図るとともに浸水被害の解消を図る。 

   ２ 事業年度 

      平成２３年度        

   ３ ２３年度の事業内容 

    （１）工事請負費   

 光明寺排水路他８か所 L=480 m        ５５，６００千円  

    （２）委託料 

切抜排水路測量設計業務委託他５か所      １３，０００千円               

        尻無川、東川他除草委託    A=25,000 ㎡        ５，０００千円 

清掃費等委託料                          ３，０００千円 

（３）補償費                             １５，０００千円 

（４）施設修繕料   水路、ﾏﾝﾎｰﾙ等の修繕         １５，６００千円 

（５）自動車借り上げ料                                   ８００千円 

（６）事務費                              ２，０００千円 

 

(単)河川改良事業（環境部 下水道建設課） 

３０，０００千円（30,000千円） 

１ 事業目的 

河川改良の実施により、浸水被害の解消を図るとともに、生活環境の改善及び水質保

全を図る。 

   ２ 事業年度 

      平成２３年度        

   ３ ２３年度の事業内容 

   （１）工事請負費                  １８，０００千円 

     大谷川他 3か所 L=360m    

    （２）委託料                      

土砂等撤去委託  孝々谷川他3か所     １０，０００千円                        

測量設計委託     柳川   L=40m         ２，０００千円 
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◎安心で安全な水道事業の推進 

(単)別子山地区飲料水供給施設整備事業（経済部 別子山支所）（新市建設計画） 

２５３，４６５千円（16,935千円） 

   １ 事業目的 

県条例水道施設が整備されている弟地・保土野集落以外の別子山地域においては、各

家庭において水源の管理や施設の維持管理を行っているが、高齢化により、それらの実

施が困難となってきている。また、濁り等の水質の問題も深刻な状況であることから、

新市建設計画に基づき、飲料水供給施設を整備し、別子山地域全体において「安全・安

心・安定的」な飲料水の供給を図る。 

   ２ 全体計画 

      事業年度     平成２１年度～平成２４年度 

   ３ ２３年度の事業内容 

    (１)工事請負費              ２２０，０００千円 

一式（瓜生野、小美野・肉淵、成）               

(２)委託料 

実施設計業務委託料           ３１，０２９千円 

   一式（弟地、保土野、筏津、床鍋他） 

地質調査業務委託料            ２，４３６千円  

一式（弟地、保土野、筏津、床鍋他） 

 ４ 財源内訳 

(１) 市債100％      253,400千円（過疎債（交付税算入率70％）） 

        (２)別子山振興基金       65千円 

 

 

 

 

  


